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通期連結業績予想値と実績値との差異に関するお知らせ

　平成29年１月31日に公表しました平成29年３月期（平成28年４月１日～平成29年３月31日）の通期連結

業績予想値と本日公表の実績値に差異が生じましたので、下記のとおりお知らせいたします。

記

  平成29年３月期通期連結業績予想値と実績値との差異(平成28年４月１日～平成29年３月31日）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に
帰属する当期

純利益

１株当たり当
期純利益

前 回 発 表 予 想 ( A ）

百万円

8,800

百万円

330

百万円

280

百万円

420

円 銭

13.99

今 回 発 表 実 績 値 ( B ） 9,032 422 374 428 14.28

増　　 減　　 額(B－A) 232 92 94 8 －

増　　 減 　　率（％） 2.6 27.9 33.6 1.9 －

(ご参考）前期実績
（平成28年3月期）

9,079 281 211 226 7.54

　差異の理由

　主力のみがき帯鋼において自動車部品向けの需要が第４四半期に入っても順調に増加したのに加えて、

ステンレスにおいては市況回復および先高感に伴い荷動きが活発になり販売数量が大きく伸びました。そ

のため営業利益、経常利益は前回予想を大きく上回る実績となりました。

　一方、親会社株主に帰属する当期純利益は、本日公表の「特別損失（減損損失）の計上に関するお知ら

せ」のとおり、減損損失89百万円を計上したことにより、前回予想をやや上回るレベルの実績となりまし

た。

（業績予想に関する留意事項）

　本資料における予想は発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、今後の事業環

境の変化により実際の業績が異なる可能性があります。

以　上


